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A. 研究目的  
  Galcanezmab治療により片頭痛の  
中枢神経感作が改善するかどうか  
について検討する．  
 
B. 研究方法  

通常の保険診療内で片頭痛に対して  
Galcanezmabによる治療が適応になった  
患者について，妥当性の検証された中枢感
作問診票を用いて治療前後の変化を評価す
る．  
 
（倫理面への配慮）  

倫理審査委員会で承認された説明文書  
を用いて十分に説明し，参加の同意を取
得する．  
 
C. 研究結果  

Galcanezumabは，治療開始３ヶ月後
から中枢神経感作を改善した。また、そ
の効果は治療開始６ヵ月後まで持続し
た．  
 
D. 考察  

Galcanezumabは，血液脳関門（BB
B）を通過せず末梢での作用が中心の薬
剤であり，中枢感作改善効果が直接効果
か，末梢からの刺激入力減少に伴う二次
的効果かについては今後の検討課題であ
る．  

 
E. 結論  
Galcanezumabは中枢神経感作改善効
果を有する。  
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研究要旨 
 片頭痛発症抑制薬であるgalcanezumabは血液脳関門を通過せず、末梢神経が作用の中心と
考えられているが、本薬剤の中枢神経感作改善効果についてgalcanezumabによる片頭痛治療
を行った患者を対象に中枢神経感作問診票を用いて検討する。 
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